
 
 
 
３学期 新たに３名の仲間を加えて計１２９名 ４７日間のはじまりです。 
さて、３学期は締めくくりの学期であるとともに、例えば３年生の入試、２年生の修学旅行に向けての活動、１

年生の新入生を迎える活動など、来年度への準備の学期ともいえます。来年度に向けて、学校としてもいろい
ろと取り組み方を改めていきたいことがあります。 

下は、先日行われた皆さんのアンケート結果をまとめた学校だより「三重なす塔 No.１７１」の一部です。 
全体としてよく頑張っていてよかっ                                             

たと思うのですが、低かった部分（⑦、
⑨、⑪）がもっとよくなるといいとも感
じました。それらは、「自分で自分を
伸ばそうとすること」であり、この力を
つけることがなかなか難しいようです。

一方で、宿題や提出ノートなどを毎日行っている人は７８％。先ほどの低かった部分が約５０％ですから、その
差が約３０％。つまりこれは、宿題はやっているのに、宿題が自分を伸ばすことにはつながっていないと思って
いる人が、だいたい１０人に３人ぐらいいる、ということを表していると考えられます。以前、テスト前の生徒の日
記に「宿題があってテストに向けての準備ができませんでし
た」という内容があった、と聞きました。これはその表れかも
しれません。 

先ほどの学校だよりは、「生徒、先生、そして保護者の皆
さんに対しても、『宿題』への意識改革が強く求められてきま
す」と続きます。具体的には、右のように書かれています。 

さて、「自分に必要なことを見つけてやり遂げる」は、２人
に１人くらいの人ができている、というアンケート結果を踏ま
えて、できている人に学んでほしいという期待も含めながら、二つ具体的に話します。 

まず、見通しづくりです。右は、ある学校の生活記録です。 
こうやって日々積み重ねていけば、「自分に必要なことを見
つけてやり遂げる」力がついていくことでしょう。 

また、東京都のある中学校では、ネット依存を見直すた
めに、このような生活記録に取り組んだそうです。スマホ所
有率が約７０％、平均利用時間は一日に１６４分（＝２時間
４４分）にもなり、睡眠や家庭学習の時間減少、授業の集中
力の低下、視力の低下など日常生活にも影響がある、本当
にすぐに何とかしなければならない危機がありました。例え
ば、右の生活記録中にスマホを使っている時間を示してみ
ると、その時間がどれだけ多かったかがよくわかります。 

こうした個人の手帳の工夫は、どんなに素晴らしいものであっても、大人になるとなかなか見せてもらう機会
はありません。それだけに、スケジュールをしっかり管理できるということは、中学校という、子どもから大人へ
変わるときに身につけておきたいことの一つでしょう。日々の生活を振り返りながら、「自分に必要なことを見つ
けてやり遂げる」よう皆で工夫し合って、将来に役立つといいなあと思っています。 

次に、実際の日々の家庭学習についてです。 
約８割の人が頑張って日々家庭学習の成果を提出してきたわけですから、今年は継続して提出したことを

成績に評価していきます。英語は、普段使っていない言語ですから、慣れるために書くことが必要でしょう。一
方、国語については、各教科担任の先生からお話があったとおり、ただ単に「簡単な漢字であっても決められ
たページに書いて提出したらＯＫ」という、作業になりがちな内容はやめていきます。週末課題や日々の漢字ド
リルへの取り組みをより大切にし、もし必要なら自分でそれに向けて計画して学習すればよい、ということにな
ります。その他にも、日本全体で下がっている「文章を読み解いていく力はどうなのか」などに、皆さんと共に向

き合いたいとも思っています。 
以上、今日紹介したのは、今すぐでなくても、３学期中には来年に

向けて見直していく一例です。 
あらためて、みんなで、来年に向けて左の力をつけましょう！ 

青木中学校学校だより      令和２年１月３１日  No.１７２ 

                                                       

今学期の新しい取り組み             ３学期始業式校長講話より 
三重なす塔 

出典：ＮＯＬＴＹスコラ ＜手帳甲子園＞ 



 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

１月の学校生活から 

２ 月 の 予 定 
３日（月） 集金日 ゴテラ   ４日（火） 生徒会委員会   ５日（水） 漢字道場⑤ 

７日（金） 音楽集会   １０日（月） 公立高校前期選抜①  

１２日（水） 公立高校前期選抜② 生徒集会 

１３日（木） ３年第６回総合テスト   １４日（金） 数学検定② 

１８日（火） 公立前期選抜発表（３年３時間授業） 

１９日（水） みんなでゴテラ   ２０日（木）・２１日（金） １・２年３学期期末テスト 

２６日（水） 校長講話   ２８日（金） 図書館閉館日 ３年教育長講話 

【放射性物質検査結果について】1 月の学校給食用食材の埼玉県産ほうれん草、長野県産白菜から
放射性物質が検出されなかったことをお知らせします。 

新生徒会が動き始めました 
２学期末の生徒総会で承認された、２年生主体の生徒会 

が本格的に活動を始めました。 

１月１６日（木）には第１回の生徒会の委員会があり、新た 

なメンバーで仕事内容の確認を行い、日常の活動が進めら 

れています。また、２２日（水）の生徒集会では、新委員長か 

ら活動目標、内容等が発表されました。どの委員会も、先輩 

から引き継いだ仕事・活動を確実に進めながら、新たな視 

点を加えていこうとする意欲が感じられます。 

これから､日常的な活動を行いながら、３学期末の３年生 

退会式の企画運営という大きな仕事に取り組んでいきます。 

先輩への第一歩 
１月２１日（火）、青木小６年生の体験入学が行われました。 

６年生のみなさんの来年度へ向けての中学校生活第一歩です。 

  ２クラスの皆さんに英語と国語の授業を体験してもらいました。 

どちらの授業でも背筋を伸ばして話を聞き、先生からの問いか 

けにも素直に答える姿が見られ、どの子も中学入学へ向けて 

意欲を高めている様子が伝わってきました。４月がますます楽し 

みになりました。 

授業後は、現中学１年生による中学校生活の説明会を行い 

ました。６年生へ、学習、部活動、生徒会活動など、一人一役で 

わかりやすく伝えることができました。６年生たちの中学校生活への期待が更に膨らんだのではないかと思

います。中学１年生にとっても、先輩としての姿を見せる第一歩となりました。 

非違行為防止研修 
１月７日（火）、ＰＴＡ会長の小林様にご来校いただき、本校職員 

の非違行為防止研修を行いました。まず、一人一人今まで受けて 

きた非違行為防止研修の振り返りをした後、小グループに分かれ、 

自分自身の経験を踏まえどのような研修が必要かを意見交換し、 

今後の研修について考え合いました。小林会長からも、ご自身の 

思いを語っていただきました。今後も研修時だけでなく、全職員で 

自分の姿を振り返りながら、非違行為の防止に努めてまいります。 


